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問２６－１． 

※ご家庭に１８歳未満のお子さんのいらっしゃる方にお聞きします。 

問２６で「どちらかといえばそう思わない」又は「そう思わない」と答えた方にお聞

きします。その理由は何ですか。 

 （問２６．柳津町は安心して産み、子育てできる環境だと思いますか。） 

   

性別 年代 記述 

女性 ３０歳代 医療機関が遠い、子供が遊べる場所がほとんどない 

女性 ４０歳代 
電車で帰ってくる時間が遅いため送迎を駅までしているが街頭が明るい

と帰ってこれる距離である。 

女性 ４０歳代 

保育所や児童クラブの対応が悪い。態度が悪い。何年もいるため慣れっ

こになってしまっている。あいさつもしない。受け入れ態勢や、職員の

言動など統一すべき。あくまで働く親の見方でなければならないと思

う。 

男性 ３０歳代 スクールバスの時間が不便 

男性 ３０歳代 産婦人科、小児科が近くにない 

男性 ５０歳代 若い人たちがはたける場所が少ない 

男性 ４０歳代 子どもが少ない、学習塾、習字、英語など習い事をする場所がない 

男性 ５０歳代 学校が不便、すきな部活、やりたい事をやらせたい 

男性 ５０歳代 
子育てをしても若い者が働ける所が少ない。学校が終われば都会に出て

いく 

男性 ３０歳代 子供達が遊べられる場所が少ない。子育てしている中で不便。 

不明 ７０歳以上 会社ないため 

女性 ４０歳代 子供たちが遊べる公園、施設が少ない。 
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性別 年代 記述 

男性 ６０歳代 医師が少ない 

男性 ３０歳代 
内向的な子供が多い」。世界がせまい。外部との交流が少ないためアイ

サツも出来ない、そのため将来、外に出れない。 

女性 ３０歳代 産科がない。小児科がない。 

男性 ４０歳代 
子育て出来る環境としてはあるていど良いと思いますが産む事に対して

は医療機関が遠い事が安心にはどうやってもつながらない。 

男性 ６０歳代 どちらかゆうと何かと不便 

女性 ７０歳以上 

誕生から中学生までは申し分ない対応だと思う。しかし高校生の通学が

困難である。若松の高校に通学する親子にとって経済的にも精神的にも

負担が大きい。以前あった「会津寮」に変わる手段として１日に何本か

のバスの送迎があったらと思う。 

不明 不明 産婦人科が遠い 

男性 ３０歳代 子供をあづける環境がいまいち整っていない 

男性 ５０歳代 ・学校が近くに無い（通学の親の対応は大変） 

女性 ５０歳代 
学校も地域になくなって若い人がどんどん少なくなって、どの位、人が

いる町になるんだろうかと思うと不安があるかな？ 

男性 ３０歳代 子育世代の施策が少ない 

男性 ４０歳代 子どもの数が少ない。医療機関、公園などが充実していない。 

女性 ７０歳以上 働く所が少ない 

男性 ４０歳代 
子供の数が年々減少しているので安心できるとはいえない、結婚を機に

町外に転出し、親の数が少ないのが原因 

女性 ４０歳代 
保育所→小学校→中学校はまとまっていて楽だけど、高校・専門学校に

通うのは大変 
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性別 年代 記述 

不明 不明 子供の数が少ない 

女性 ３０歳代 小児科がない。 

男性 ６０歳代 婚活の場が少ない 又は環境がない 

男性 ３０歳代 

出産や保育支援は他町村よりも充実していて、幼少期は育てやすいと思

いますが、中学生になると部活動の種類が少なく子ども自身の選択肢が

狭まってしまう。子どもの数が少なく仕方のないことなのでしょうが…

また、高校に進学すると通学手段の主となる鉄道の時間帯等がマッチし

ていなくて不便である。 

女性 ４０歳代 遊ぶ場所がない 病院が遠い 

女性 ３０歳代 病院等が遠いので 

男性 ３０歳代 町内にドラックストアーがない。 

女性 ４０歳代 子供が風邪を引いても病院がないから 

女性 ７０歳以上 学校教育だけでは不安で 塾がないので都会と格差ができると思う 

男性 ４０歳代 役場職員や上が変わらないとダメ 

女性 ３０歳代 
保育者が預けにくい。あからさまにめんどくさそうな態度をとる。そん

な保育所１か所しかなく選択しがない。（原文ママ） 

女性 ４０歳代 
学校からの帰りの交通手段が時間が合わない。少ない。夜になると暗す

ぎる。部活なども少ないので本当にやりたいことが出来ない。 

 


